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Ⅰ メール一斉送信システムにおける緊急連絡および安否確認等の検証

１ メール一斉送信（同報メール）システムの導入

携帯電話各社では迷惑メール対策のため，一度に送信できるメール数を100件までとしたり，

一日に500件までとする等の制約を設けている。そのため，具体的な対応策を持った民間のメー

ル一斉送信システムを導入することで，この問題を回避し登録ユーザ全員に一斉にメールを送信

することを目指した。業者の選定に当たっては，

・個人情報の管理が徹底していること。

・サーバがクラウド上にあり，かつ冗長化され災害時でもメール送信が可能なこと。

・携帯電話やスマートフォン，PCからメール送信が可能なこと。

・画面に広告等が表示されず，かつ広告メール等を送信しないこと。

・携帯電話各キャリアに対応していること。

・既に県内の学校で運用の実績があること。

以上を条件に４社のシステムを導入し，【表１】の４校において検証をおこなった。

【表１】メール一斉送信システムの主な機能

携帯電 開封確 ファイ 掲示板 安否の確 エラー ユーザ ユーザ
主な機能 話から 認 ル添付 または 認または アドレ 空メー C S V取

の送信 送信 携帯サ アンケー ス管理 ル登録 り込み
検証校・業者 イト ト機能 登録

盛岡第一
Ｗ社 ○ （○） ○ OP対応 OP対応 ○ ○ ○

高等学校

宮古北
Ｘ社 ○ × × ○ ○ ○ × ○

高等学校

Ａ高等学校 Ｙ社 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

Ｂ高等学校 Ｚ社 ○ （○） × ○ 返信メール × ○ ×
に書き込む

※OP対応：オプション対応

２ 研究協力校における具体的な取り組み

(1) 盛岡第一高等学校（Ｗ社）

ア ユーザ登録

当初，「NetCommons®」による「お知らせサ

イト」を構築し，緊急時には「教職員」，「１

学年」，「２学年」，「３学年」の各グループス

ペースの掲示板に書き込むことで，登録して

ある携帯電話やPCのメールアドレスに一斉メ

ール送信を行い，受信後はサイトにログイン

して各グループスペースのチャットに安否を

書き込むことで計画していた。

しかし，教職員66名，全校生徒884名が在籍

している大規模校のため，保護者までユーザ登 【図１】ユーザ登録の様子

（返信メー
ルによる開
封確認）
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録することを考慮すると，最大で約2,700名に

一斉メール送信を行う必要がある。そのため，

メール一斉送信システムを導入することにし

た。

ユーザ登録は空メールによって行うことと

し，【図１】のように学年集会で登録方法と安

否確認の方法について説明会を実施した。事

前に名刺サイズの【図２】の登録カードを作

成し，裏面には【図３】のように安否確認の方
【図２】登録カード

法を印刷し，常に携帯するように指示した。

空メール登録は第２学年約280名の生徒が一

斉に行った。その結果，サーバにアクセスで

きない生徒が頻出した。すぐに，業者に原因

の調査と改善を求めたところ，「サーバが原因

不明のフリーズを起こしたが再起動して改善

された。念のため，盛岡第一高等学校のアカ

ウントをすべて別のサーバに移動した。」との

回答を得た。登録できなかった生徒は，後日各
【図３】安否確認方法およびお知らせサイ

自で登録をしてもらうことで対応したが，業者
トのＩＤ・パスワード

が運用しているサーバのスペックによっては，数百人が一斉に空メール登録をすることに対

応しきれないことが判明した。

第１学年に対しては，安否確認のテストメール送信までに，盛岡第一高等学校の担当者が

ユーザ登録等の説明を行い，その説明を受けた生徒が登録カードを家庭に持ち帰り，趣旨に

賛同していただいた保護者も各自でユーザ登録を行った。なお，第３学年は受験直前という

こともありユーザ登録はしないと学校が判断した。

イ 一斉メール送信による緊急情報の送信と安否情報書き込みテスト

12月20日木曜日，19:00に教職員67名，生徒408名，保護者257名を対象に以下の要領で実
施した。

学校担当者が【図４】の内容をメール一斉
送信システムで送信

受信者はメールの下部のURLをクリックし
て開封確認

教職員 生徒・保護者

「お知らせサイト」 「お知らせサイト」
にアクセスし，ロ にアクセスし，【図
グインして【図５】 ６】「トップペー
の「職員専用ルー ジ」の安否情報に
ム」の安否情報に 書き込み
書き込み

【図４】テストメール
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【図５】職員専用ルーム 【図６】トップページ

テストの結果，【図７】のようになった。安

否情報の書き込み，開封確認とも４時間以内

である23:00まで急激に増加している。その後

は深夜ということもあり，ほぼ横ばいであっ

た。最終的に三日後の安否情報の書き込みは

教職員で89.6%，生徒55.1%，保護者55.3%であ

った。

生徒，保護者の安否情報の書き込みが約55%

と低い原因として，「開封確認をすることで終

了だと思った。」という声が多かった。中には 【図７】テストメール実施状況

「動作が遅くなり途中で諦め，後で書き込もうと思って忘れた。」という声も聞かれた。

今回のテストをとおして，メール一斉送信システムは４件の不達があったものの，ほぼ全

てのユーザに確実にメール送信できたことが検証された。しかし，指示事項として開封確認

と書き込みの二つの作業を同時に行うことが煩雑であり，指示内容が徹底されなかったため，

緊急時にはシンプルな指示の方がよい事を実感した。また，「お知らせサイト」への書き込

みは，アクセスが集中すると動作が遅くなるため，時間をおいてから再度試みることを徹底

する必要があることも検証された。

(2) 宮古北高等学校（Ｘ社）

ア ユーザ登録

教職員21名，全校生徒83名が在籍している小規模校のため，保護者までユーザ登録するこ

とを考慮すると最大で約270名となる。当初，「NetCommons®」による「お知らせサイト」の

掲示板からメール一斉送信機能を使い，教職員と各学年のルームにログインしてチャット機

能で安否情報の書き込みをする方法で検証する予定であった。しかし，教職員対象のテスト

メール送信を行った際，携帯電話から文字を入力するのは煩わしいとの声もあったため，メ

ール一斉送信システムを使い検証することにした。

携帯電話のメールアドレスは事前に集めてあり，CSVファイルからシステムに取り込んで

登録する方法とした。なお，今回検証するシステムには，空メール登録機能がないため，担

当者が管理画面からユーザを一人ずつ登録するか，CSVファイルで読み込むしかできないた

め，小規模校向きのシステムである。
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イ 一斉メール送信による緊急情報の送信と安否情報書き込みテスト

12月21日金曜日，8:30に教職員21名，生徒7

9名を対象に以下の要領で実施した。なお，保

護者は12月28日金曜日，12:00に76名を対象に

実施された。

学校担当者が【図８】の内容をメール一斉
送信システムで送信

受信者はメールの中央のURLをクリックし
て登録画面へ 【図８】テストメール

【図９】のように必要事項を選択して入力
（詳細な情報以外は文字入力の必要なし）

【図10】テストメール実施状況 【図９】安否情報入力画面

テストの結果，【図10】のようになった。生徒の安否情報の書き込みは２時間以内まで急

激に増加し，その後はほぼ横ばいに推移しているが，教職員は９時間，保護者は12時間以内

まで徐々に増加する傾向にあった。最終的に三日後の安否情報の書き込みは教職員で47.6%，

生徒75.9%，保護者22.4%であった。

教職員と保護者の安否情報の書き込みが低い原因として考えられるのは，年末の多忙な時

期の実施であったことや，危機管理意識が少し低かったのではないかと思われる。災害発生

等の緊急時に学校として何を行うのか，いかに安否確認を行うのか等について，学校全体と

しての意志統一の重要性が求められる。

(3) Ａ高等学校（Ｙ社）

ア ユーザ登録

教職員26名，全校生徒290名が在籍しており，保護者までユーザ登録することを考慮する

と最大で約890名となる。そこで，ユーザ登録は空メールによって行うこととし，学校の担

当者が登録方法と安否確認の方法について説明を行った。
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イ 一斉メール送信による緊急情報の送信と安否情報書き込みテスト

12月21日金曜日，15:44に教職員26名，生徒

44名，保護者26名を対象に以下の要領で実施

した。

学校担当者が【図11】の内容をメール一斉
送信システムで送信

受信者はメールの中央の安否確認のURLを
クリックして登録画面へ

【図11】テストメール

【図12】のように必要事項を選択して入力
（詳細な情報以外は文字入力の必要なし）

【図13】テストメール実施状況

テストの結果，【図13】のようになった。安

否情報の書き込みは教職員３時間以内，生徒４

時間以内，保護者６時間以内まで増加し，その 【図12】安否情報入力画面

後は横ばいに推移している。最終的に三日後の安否情報の書き込みは教職員で65.4%，生徒7

2.7%，保護者65.4%であった。

今回の検証では，生徒，保護者のユーザ登録が全体の２割以下と少なかった。その原因は，

11月下旬に検証協力校として依頼したことで，準備期間を十分にとることができず，登録者

数が少ないままテストを実施せざるを得なかったためである。また，年度途中で安否確認の

方法をこれまでの電話連絡網からメール一斉送信となり，生徒，保護者に説明が浸透しなか

ったことも原因の一つである。

(4) Ｂ高等学校（Ｚ社）

ア ユーザ登録

教職員32名，全校生徒295名が在籍しており，保護者までユーザ登録することを考慮する

と最大で約900名となる。そこで，ユーザ登録は空メールによって行うこととし，学校の担

当者が登録方法と安否確認の方法について説明を行った。
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イ 一斉メール送信による緊急情報の送信と開封確認テスト

１月12日土曜日，16:00に教職員25名，生徒

175名を対象に以下の要領で実施した。なお，

このシステムは１ユーザに対して２つメール

アドレスが登録可能である。今回の検証では，

保護者をユーザとして登録せずに，生徒をユ

ーザとして任意でメールアドレスを登録して

いる。したがって，保護者だけを抽出してメ

ールを送信することが不可能なため，教職員

と生徒だけで検証を行った。 【図14】テストメール

また，このシステムはテキストメールの送

受信に特化しているため，Web画面での安否情

報の書き込みができないため，今回の検証で

は開封確認のみ実施した。

学校担当者が【図14】の内容をメール一斉
送信システムで送信

受信者はメールを返信して開封確認
【図15】テストメール実施状況

テストの結果，【図15】のようになった。開封確認は教職員，生徒ともに５時間以内まで

増加し，その後は横ばいに推移している。最終的に三日後の安否情報の書き込みは教職員で

92.0%，生徒81.7%であった。

今回の検証では，第３学年のユーザ登録が３割と少なかったが，卒業まであと数か月であ

ることを考慮すると致し方ないと思われる。

また，今回のようにテキストメールの送受信に特化しているシステムで，安否情報の収集

を目的として運用する際は，一斉送信時に安否を書き込んでから返信する等，具体的な指示

が必要となる。
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Ⅱ 12月７日三陸沖地震における修学旅行団との連絡体制について

１ 地震発生時の様子と具体的な影響

平成24年12月７日金曜日，17:18頃，三陸沖を震

源とするマグニチュード7.3の地震が発生した。【図

17】最大震度５弱，県内沿岸には津波注意報が発

令された。同日，修学旅行先から帰県途中の県立

高校10校が新幹線乗車中や航空機搭乗中に地震に

遭遇した。新幹線が地震の影響で緊急停止したた

め車内に閉じ込められたり，宮城県沿岸に津波警

報が発令されたため仙台空港が閉鎖になり，飛行

機が引き返す等の影響があった。

そこで，今回の地震発生で学校がどのような方

法で修学旅行団と連絡を取り合い，情報を共有し

たのか，そしてどのような方法で保護者に情報を

提供したのかについて，【表１】の10校にアンケー

ト調査を実施した。 【図17】日本気象協会ホームページ

http://tenki.jp/
【表１】地震発生時の様子と具体的な影響

学校名 旅行先 具体的な影響

盛岡第一 関西 新幹線内で地震に遭遇。福島県白石付近のトンネル内で停車。約１時
高等学校 間停車後，徐行運転開始。仙台駅を19:00頃通過，乗車の新幹線は北上

駅止まりとなり20:30頃到着。その後，一部の生徒は迎えにきた保護者
と帰宅。その他の生徒は，バスで盛岡駅に移動。22:00頃盛岡駅，22:30
頃学校にて生徒を保護者へ引き渡し，全員が無事帰着となった。

沖縄 新幹線内で地震に遭遇。栃木県那須高原付近で停車。18:00頃，徐行
運転開始。乗車の新幹線は仙台駅止まりとなり，19:35頃到着。その後，
旅行業者が手配したバスで仙台市内のホテルへ移動。ホテルには22:00
に到着。22:30に最終点呼。

翌日，仙台駅を9:43発の新幹線で移動。盛岡駅には11:04に到着し，
解散した。

九州 福岡空港を離陸してから約30分後に，緊急放送で「地震の影響で仙台
空港が使用できないため，福岡に戻る」という事を知らされた。18:50
頃，無事福岡空港に着陸。空港内のレストランで夕食を取り，旅行業者
が手配したバスでホテルへ移動。

翌朝，11:45発のANAと11:50発のJALに分かれて搭乗。13:30頃，仙台
空港に着陸。バスに乗り換え盛岡へ移動。18:00頃に到着。その後解散
した。

宮古北 京都 帰りの新幹線内で盛岡駅到着２分前に地震に遭い，盛岡市本宮付近で
高等学校 奈良 緊急停止。約１時間後徐行運転にて盛岡駅に到着。その後バスにて宮古

大阪 駅を経由して学校へ帰校した。

Ｃ高等学校 京都 新幹線内で地震に遭い，白石蔵王付近で停止。17:55頃から徐行運転。
奈良 18:30頃仙台駅着。21:50頃に駅到着。22:00過ぎに駅にて解散。多くの

生徒は保護者の自家用車で帰宅。
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学校名 旅行先 具体的な影響

Ｄ高等学校 京都 17:18新幹線内で地震に遭い那須塩原付近で緊急停止。18:03運転再開。
奈良 18:16新白河駅に停車，18:46発車。19:53仙台駅到着。３時間遅れのや
大阪 まびこ69号自由席に乗車し北上駅下車。22:20迎えのバスに乗車。24:07

にインターチェンジを降り，何名かは保護者の自家用車で帰宅。学校ま
での数カ所で途中下車させ，24:30には学校解散。遠方の生徒数名をバ
ス１台で送る。最終の生徒の解散は25:00過ぎ。

Ｅ高等学校 長崎 最終日の帰路にて地震に遭遇。一関と水沢江刺間のトンネル内で地震
大阪 に遭遇し，停電により緊急停止。17:50頃水沢江刺まで徐行運転。生徒
京都 １名をここで帰宅させた。その後，北上駅まで徐行運転したが運転打ち

切りとの情報を得る。駅に保護者が迎えに来た生徒を解散させ，それ以
外の生徒は旅行会社によって手配した貸切バスで最寄り駅を経由して学
校に２時間遅れの20:10に到着解散した。生徒は全員無事で体調不良も
いなかった。

Ｆ高等学校 京都 東京駅15:00発やまびこ521号に乗車したが，17:18頃発生した地震に
奈良 より，一関駅手前の県境付近で17:20頃緊急停止。その後，17:45頃から
大阪 徐行運転が開始となり，北上駅には約２時間遅れの19:25頃到着。体調

を崩す生徒もなく，駅で解団式（校長出迎・副校長学校待機）を行い解
散。生徒は駅に迎えに来た保護者の自家用車等で帰宅した。

Ｇ高等学校 奈良 東北新幹線内で地震に遭い，大宮駅と宇都宮駅の間で緊急停止。その
京都 後，19:30頃から徐行運転，21:10生徒全員仙台駅に集約。予定より２時

間30分遅れて，22:00に北上駅に到着した。その後，駅に迎えに来た保
護者の自家用車等で帰宅。

Ｈ高等学校 広島 臨時列車に乗車中地震に遭い，17:15頃にくりこま高原駅と一関駅の
奈良 間で緊急停止した。その後，17:40頃に徐行運転で一関駅に到着したも
京都 のの，先行列車待ちのためにしばらく停車。18:15頃に動き出し，18:30
大阪 に到着した。この間，体調を崩した生徒も特になく，18:40頃には駅前

広場で解散した。

Ｉ高等学校 京都 新幹線車内で地震に遭い盛岡駅手前で緊急停止。18:15停電解除，車
奈良 両発車し18:25に盛岡駅到着。その後，貸切バスで移動し21:45学校に到
大阪 着し解散した。(当初の到着予定時刻19:45)

Ｊ高等学校 奈良 盛岡駅目前で緊急停止し，その後17:20頃から18:20頃まで車両は動か
京都 ず。約１時間の車両待機を経て運転再開，５分後に盛岡駅到着した。盛

岡駅からはバスで移動し，21:10に１時間半遅れで学校に到着，そして
解散した。

２ 修学旅行団と学校との情報共有および保護者への情報発信

今回の地震では停電が起こらなかったため，携帯電話やスマートフォン等の携帯端末が情報の

発信，収集手段として有効に活用されている。

修学旅行団と学校との連絡は，ほとんどの学校で携帯電話によって行われた。しかし，トンネ

ル内で緊急停止した学校では電波状態が悪いため，メールによって連絡したり，新幹線内の公衆

電話によって連絡を取り合った事例も報告された。

また，教職員間の情報共有は，地震発生時刻が退庁時間帯だったこともあり，学校に残ってい
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た教職員が多く，特に問題なく共有できていた。中には，メール一斉送信システムを活用した報

告もあった。なお，盛岡第一高等学校では「NetCommons®」による「お知らせサイト」を使って，

情報を共有していた。詳しくは，「Ⅲ 県立盛岡第一高等学校「お知らせサイト」による生徒・

保護者への連絡および教職員へのメール一斉送信状況」を参照。

学校の保護者への対応の多くは，保護者からの

問い合わせに対して行われた。その理由として，

生徒達が自分の携帯電話等で，保護者に連絡をし

ていたため，保護者も情報を把握していたからで

ある。中には，メール一斉送信システムを活用し

たとの報告もあった。なお，盛岡第一高等学校で

は教職員間の情報共有と同様に「お知らせサイト」

を使って，情報を発信していた。詳しくは，「Ⅲ

県立盛岡第一高等学校「お知らせサイト」による

生徒・保護者への連絡および教職員へのメール一 【図18】学校の保護者への対応および生徒

斉送信状況」を参照。 から保護者への連絡

今回のような事態を受けて，数校のアンケートには今後緊急時の情報共有と情報発信について

見直しの検討に入るとの報告もあった。
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Ⅲ 県立盛岡第一高等学校「お知らせサイト」による生徒・保護者への連絡および教職員へのメール
一斉送信状況（平成24年12月７日から12月８日）

12月７日（金）17:18頃 地震発生

TOPページでの連絡 教職員への連絡 TOPページでの連絡 教職員への連絡
（生徒・保護者連絡） (メール一斉送信) （生徒・保護者連絡） (メール一斉送信)

12/7 17:40 12/7 17:44 12/7 19:02 12/7 19:09

12/7 18:17 12/7 18:28 12/7 19:23

12/7 18:22 12/7 19:29 12/7 19:31

12/7 18:44 12/7 18:47 12/7 19:34
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TOPページでの連絡 教職員への連絡 TOPページでの連絡 教職員への連絡
（生徒・保護者連絡） (メール一斉送信) （生徒・保護者連絡） (メール一斉送信)

12/7 20:17 12/7 20:39 12/8 9:37

12/7 21:45 12/8 10:03 12/8 10:06

12/8 8:15 12/8 11:29 12/8 11:35

12/8 9:27 12/8 12:00 12/8 12:13
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TOPページでの連絡 教職員への連絡 TOPページでの連絡 教職員への連絡
（生徒・保護者連絡） (メール一斉送信) （生徒・保護者連絡） (メール一斉送信)

12/8 13:57 12/8 17:56 12/8 18:00

12/8 14:07 12/8 18:32 12/8 18:37

12/8 15:04 12/8 15:21 12/8 18:40

12/8 15:46
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Ⅳ 携帯電話各社の迷惑メール設定（ホワイトリスト設定）方法
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Ⅴ 県立学校における学校ホームページの更新およびアクセス数の状況
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Ⅵ 研究協力校および研究協力機関の「NetCommons®」の活用状況

県立盛岡第一高等学校 お知らせサイト

パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

TOPページ

グループ
スペース

【内部公開用】
（ログイン必要）

１学年専用ルーム

職員専用ルーム

２学年専用ルーム ３学年専用ルーム

試験ルーム
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県立宮古北高等学校 連絡サイト

パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

TOPページ

グループ
スペース

【内部公開用】
（ログイン必要）

１学年

職員専用

２学年 ３学年

試験連絡用 センター試験用
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雫石町教育委員会連絡サイト

パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

TOPページ

雫石町教育委員会TOPページ

雫石町教育委員会行事予定

雫石小学校行事予定

雫石小学校TOPページ

雫石小学校まなびフェスト 雫石小学校学校案内
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パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

七ツ森小学校TOPページ 七ツ森小学校行事予定

七ツ森小学校まなびフェスト

上長山小学校行事予定

上長山小学校TOPページ

上長山小学校まなびフェスト
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パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

下長山小学校行事予定

下長山小学校TOPページ

下長山小学校まなびフェスト

西根小学校行事予定

西根小学校TOPページ

西根小学校まなびフェスト
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パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

御明神小学校TOPページ 御明神小学校行事予定

御明神小学校まなびフェスト

橋場小学校行事予定

橋場小学校TOPページ

橋場小学校まなびフェスト
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パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

大村小学校TOPページ 大村小学校郊外生活

大村小学校まなびフェスト
大村小学校行事予定

南畑小学校TOPページ 南畑小学校行事予定

南畑小学校まなびフェスト



- 35 -

パブリック
スペース

【外部公開用】
（ログインなし）

安庭小学校行事予定

安庭小学校TOPページ

安庭小学校まなびフェスト

雫石中学校TOPページ

雫石中学校【外部サイト】TOPページ

雫石中学校まなびフェスト
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グループ
スペース

【内部公開用】
（ログイン必要）

教育委員会行事予定

教育委員会緊急連絡

雫石小学校緊急連絡

七ツ森小学校緊急連絡

下長山小学校緊急連絡

上長山小学校緊急連絡

西根小学校緊急連絡 御明神小学校緊急連絡
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グループ
スペース

【内部公開用】
（ログイン必要）

橋場小学校緊急連絡

大村小学校緊急連絡

南畑小学校緊急連絡 安庭小学校緊急連絡

雫石中学校緊急連絡

各種様式
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Ⅶ 平常時における「NetCommons®」およびメール一斉送信（同報メール）システムの有効活用に関

するアンケート調査結果

「NetCommons®」の活用

その他:防災の日などに訓練をする(教職員)

メール一斉送信システムの活用

その他:防災の日などに訓練をする(教職員)
不審者情報(保護者)
お知らせサイトの更新(保護者)

その他:変質者や事故，熊等の出没情報(教職員) その他:提出物の締め切り(生徒)
野球応援の連絡(生徒)


